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第124号平成27年12月15日 県民児協だより

　山北町民児協では、災害時の救
出対象者と連絡先の整備をし、防
災の日の訓練には各地で民生委員
が先頭に立って救出訓練を行って
います。
　その一環として、消防署員によ
る救急救命講習を行いました。一
時も早い心肺蘇生が生存率や社会
復帰率を高めるため、救急隊が到
着するまでの救命措置がいかに大
事か教わり、一人ひとりＡＥＤや三
角巾の使い方を習得しました。
　また、実際に被災された方のお
話を聞くことも必要と思い、宮城
県志津川地区に視察を行いまし
た。家族を失い、３年間も心を喪
失していたとのお話は胸を打た
れました。地域の住民に最後まで
「高台に逃げて」と呼びかけ亡く
なった女性職員の話は涙無くては
聞けませんでした。海抜20ｍに建
つ中学校の1階まで津波が押し寄
せたことを目の当たりにして、自然
の恐ろしさを痛感しました。まだ
仮設住宅で生活していられる方も
多く、一日も早い復興を願わずに
はいられませんでした。
　一人でも多くを助けたい。その思
いを胸に民生委員児童委員として
の自覚を持ち研鑽に努めたいと思
います。

　葉山町の障がい部会では10年
前より、障がいを持って頑張って
おられる「手をつなぐ育成会」の
方々と交流を始め、理解・支援に
つなげたいと努めてまいりまし
た。
　８年前からは、学校や作業所
事業所が長期休暇となる夏休み
に、夏祭りを企画し、より一層ふ
れあうことができるよう交流会
を続けています。
　今年の交流会は「手をつなぐ
育成会」、支援者、5月に開所し
た児童デイの方々 も加わり、38
名が参加され、精神障がいの
方々 が働く「とんとん」のお弁当
をいただき、ゲーム、お面作り、
ダンス、西瓜割り等を楽しみまし
た。
　障がい部会の事業ですが、毎
回、民児協会長、副会長をはじめ
他部会の委員も参加・協力してく
ださり、第8回目も賑やかに開催
することができました。
　夏祭りにふさわしい飾り付け、
景品のお楽しみ袋の用意、ポップ
コーン作りと毎年準備に力を注
いでいますが、参加者の方々 が
楽しまれる姿に、また皆様と仲良
くなれることが障がい部会の大
きな喜びとなっています。

通 信 員 だ よ り

一人でも多く助ける 「消防・消費生活センター」
２回の研修

第８回交流会
～夏の余暇支援

通信員　牧田　洋子 通信員　河原田　純子 通信員　青木　英子

座間市民児協全体研修会の様子

山　 北　 町 座　間　市 葉　 山　 町

　綾瀬市民児協は今年5月、愛知県阿久比町民児
協33人の訪問を受け、初の他県民児協との有意義
な交流会を実施しました。
　委員の資質向上のため、市民児協では各自が体験
した事例等を発表する全体研修を行い、各地区民児
協の定例会・研修会では事例検討を中心に、問題へ
の対応について共有化を図るなど、委員の判断力向
上と見聞を広める活動に力を入れています。

◆特集
　
地区社協で「地域づくり」を一緒に！

　～自治会、民生委員児童委員、ボランティアが、丸くつながるポイントとは～
●ひとネットワーク　多文化共生の地域社会をめざして　（かながわ国際交流財団）
●研修報告　●ＮＥＷS＆インフォメーション・編集雑感　●通信員だより

　市内6地区民児協は、高齢者の見守りや子育て支
援活動等を積極的に行っています。写真は未就園児
親子おしゃべりサロンです。
　主任児童委員は乳幼児健診・施設の行事等への
協力のほかに、昨年は「綾瀬市主任児童委員20年
のあゆみ」を発行、配布した関係機関、学校等から
お褒めの言葉を頂きました。

（綾瀬市民生委員児童委員協議会）

●発行日／平成27年12月15日　●発行人／会長　浅野 朝子　●編集人／広報委員会　●印刷所／有限会社横浜綜合印刷
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－広げよう  地域に根ざした  思いやり－

民児協だより
神 奈 川 県

まなざし

　座間市では、６月に消防本部
の指導で、平常時・災害時にお
ける消防と民生委員児童委員の
係りについて学びました。
　平常時の高齢者訪問では、
「火災警報器の設置は？」「古
い暖房器具の使用は？」等々 具
体的な声かけが大切で、また災
害時には、まず自身の安全を、
次に地域の活動をする大切さも
学びました。
　８月には、消費生活センター
相談員による研修が行われま
した。高齢者の不安を助長する
「金・健康・孤独」につけこむ悪
質商法が形を変えながら増え続
けています。
　被害に遭わないために、座間
市の花『ひまわりの合い言葉』
で用心しましょうを広めたいと
思います
　
 
とりで決めず

 
まず相談

　
 
さか？うまい話にご用心

　
 
ながあるかもその話

　
 
かいして納得できて契約を！

　気軽に消費生活センターに相
談する事も学びました。
　これからも、今のニーズに
合った研修で識見の向上に務め
たいと思っています。救急救命講習・AEDの使い方を学ぶ 利用者さんと準備中

ひ
ま
わ
り
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出
来
た
こ
と
。
特
に
、
サ
ロ
ン
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
で
、
短
期
間
に
50
名
余

り
を
集
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
民

生
委
員
の
口
コ
ミ
に
よ
る
力
が
大
き
か

っ
た
」
と
、
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

 

『
月
に
１
回
、
３
時
間
く
ら
い
で
い

い
の
で
手
伝
っ
て
！
』
と
い
う
呼
び
か

　

海
老
名
市
上
今
泉
地
区
社
協
「
ふ
れ
あ

い
か
み
い
ま
」
（
以
下
、
ふ
れ
か
み
）
は
、

自
治
会
、
民
生
委
員
、
ゆ
め
ク
ラ
ブ
（
老

人
ク
ラ
ブ
）
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

市
社
協
等
が
連
携
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん

と
「
ふ
れ
あ
い
、
支
え
合
う
活
動
」
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
平
成
25
年
４

月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
年
７
月
、
活
動
拠
点
と
な
る
地
区
社

協
集
会
所
を
開
設
、
10
月
か
ら
常
設
で

「
上
今
泉
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
（
以
下
、

サ
ロ
ン
）
を
始
め
ま
し
た
。

　

場
所
探
し
、
サ
ロ
ン
運
営
の
折
衝
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
等
、
目
が

回
る
ほ
ど
の
忙
し
さ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

一
ノ
瀬
さ
ん
は
「
自
治
会
、
民
生
委

員
な
ど
、
横
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い

る
人
た
ち
の
力
が
結
集
し
た
か
ら
こ
そ

け
に
応
じ
て
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

全
員
か
ら
都
合
を
聞
き
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
組
み
立
て
た
と
い
う
大
石
さ
ん
は

「
心
強
か
っ
た
こ
と
は
市
社
協
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
」
と
言
い
ま
す
。

　

地
区
社
協
事
業
と
し
て
、
サ
ロ
ン
を

運
営
す
る
た
め
の
条
件
、
見
つ
か
っ
た

場
所
の
改
修
工
事
な
ど
、
困
っ
た
こ
と

は
市
社
協
と
相
談
し
な
が
ら
、
み
ん
な

で
一
緒
に
考
え
、
情
報
や
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

共
に
活
動
し
て
き
た
市
社
協
の
明
田

川
さ
ん
は
「
人
、
経
験
、
信
頼
な
ど
、

地
域
の
力
が
結
集
し
、
み
ん
な
の
思
い

が
一
つ
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
出
来
た
」

と
言
い
ま
す
。

　　

サ
ロ
ン
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
『
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場

所
』
と
し
て
、
週
４
日
、
10
時
か
ら
15

時
ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年

度
は
延
べ
４
６
３
９
名
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
含
む
）
、
１
日
あ
た
り
平
均
25
名

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
れ
か
み
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
研
修
を
実
施
、
サ
ロ
ン
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
な
ど
、
地
域
の
み

ん
な
が
気
持
ち
よ
く
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

 

「
サ
ロ
ン
を
民
生
委
員
だ
け
で
や
っ

て
い
る
話
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
は
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
。

こ
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
元
民
生
委

員
や
自
治
会
仲
間
も
い
て
、
民
生
委
員

の
多
忙
さ
は
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
、

皆
、
役
割
分
担
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ

　

十
数
年
前
、
社
会
人
一
年
目
に
担
当

し
た
業
務
が
広
報
紙
作
り
だ
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
多
く
の
人
や
活

動
を
つ
な
ぐ
魅
力
的
な
民
児
協
だ
よ
り

の
紙
面
づ
く
り
の
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。　
　
　

（
金
山
京
子
）

　

４
月
か
ら
事
務
局
を
担
当
し
ま
す
吉

田
と
申
し
ま
す
。

「
笑
顔
」
は
健
康
効
果
が
期
待
さ

れ
、
さ
ら
に
、
周
囲
を
明
る
く
し
ま
す
。

「
一
笑
懸
命
」
を
心
得
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

（
吉
田
容
子
）

　

県
民
児
協
だ
よ
り
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
早
半
年
。
で
き
る
だ
け
身
近
な
情

報
を
お
届
け
し
た
い
と
取
材
に
行
く
こ

と
も
増
え
ま
し
た
。
「
自
分
た
ち
の
活

動
を
紹
介
し
た
い
」
「
取
材
Ｏ
Ｋ
」
等
、

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

（
藤
嶋
裕
子
）

海老名市上今泉地区社協「ふれあいかみいま」のみなさん
１列目左から地区社協事務局長の岩切文三さん、地区社協会
長の一ノ瀬義則さん、北部地区民児協会長の久田妙子さん、２
列目左がサロン部会長の大石のぶさん、右から民生委員の北島
富喜子さん、同高橋陽子さん、地区社協事務局の小橋茂さん

左から県民児協事務局
藤嶋、金山、吉田

上右：集会所外観、左：参加者の作品
が並ぶ室内、下右：サロン活動を紹介
する「ふれかみだより」、左：簡潔にまと
めたマニュアルや利用手引き

　今年度の民生委員児童委員研修（県・横須賀市主催、県民児協共催）
の日程等が決まりましたのでお知らせします。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
形
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
最
大
限
に

海
老
名
市
上
今
泉
地
区
社
協

ふ
れ
あ
い
か
み
い
ま

日程／会場 テーマ 対
　
象

新
任
研
修

1／25（月）
横浜ワールドポー
ターズ6F

民生委員児童委員の役割と活動内容について
相談活動の基本について
個別援助票・調査事務・活動記録

　
他

原則、委員委嘱されて
1年未満の方

テ
ー
マ
別
研
修

Ⅱ 12／11（金）
フォーラム横浜

わたしたちが身近な「おとな」となるために、
こころの不調を抱えた親と一緒に暮らしている
子どもの気持ちについて学ぶ

原則、各地区民生委員児童
委員協議会より1名

但し、今回の会場が広く、
席に余裕がありますので参
加希望の方がある場合は参
加可能です

Ⅲ 2／17（水）
フォーラム横浜

哀しみからの回復を考える
～支援者の心の負担を軽減するために～

Ⅳ 3／16（水）
フォーラム横浜

生活困窮者自立支援制度と民生委員・児童委員
との新たな繋がり

リ
ー
ダ
ー
研
修

Ⅰ
2／9（火）
小田原お堀端
コンベンションホー
ル5F

委員同士でできるスキルアップの方法を学び合
おう
～委員全員が主役になる、民児協でできる研修
を習得するために～

※Ⅰ～Ⅲはいずれも同一の研修内容です。市町
村により会場が異なります

地区民児協会長および会
長、各種部会長または、民
児協の研修企画に携わって
いるリーダー層の方

Ⅱ
2／16（火）
湘南C-X
オザワビル7F

Ⅲ 2／23（火）
県社会福祉会館4F

Ⅳ 3／30（水）
県社会福祉会館

現代の貧困・低所得者支援と民生委員児童委員
活動 各地区民児恊会長

ＮＥＷＳ&インフォメーション

平成 27年 民生委員児童委員研修

皆
で
役
割
分
担
す
る
こ
と
が
大
切

編集雑感

特 

集

　

地
域
の
福
祉
課
題
の
解
決
や
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
む
け
た
地
区
社
協
活
動
が
民
生
委
員
児
童
委
員（
以
下
、民
生
委
員
）頼
み
の
体
制
に
な
っ
て
し
ま
い
、『
何

で
も
仕
事
を
任
さ
れ
て
困
る
』『
民
生
委
員
は
何
で
も
出
し
ゃ
ば
り
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
て
…
』等
の
悩
み
を
持
つ
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、地
域
の
み
ん
な
の
力

で
活
動
し
て
い
る
２
ヶ
所
の
地
区
社
協
を
参
考
に
な
れ
ば
と
取
材
し
ま
し
た
。

地
区
社
協
で「
地
域
づ
く
り
」
を
一
緒
に
！

〜
自
治
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
丸
く
つ
な
が
る
ポ
イ
ン
ト
と
は
〜
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て
い
る
」
と
、
民
生
委
員
だ
け
で
な
く
、

皆
で
役
割
分
担
を
す
る
必
要
性
を
一
ノ

瀬
さ
ん
は
強
調
し
ま
す
。

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
、
手
話
体
操
、
ク
ラ
フ

ト
、
着
付
け
教
室
等
、
多
彩
な
サ
ロ
ン

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
地
域
の
人
た
ち
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
講
師
を
引
き
受

け
て
い
ま
す
。

 

「
自
治
会
に
は
技
術
や
特
技
を
も
つ

人
や
、
地
域
の
た
め
に
何
か
や
り
た
い

と
言
う
人
が
い
ま
す
。
人
材
発
掘
も
私

の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
岩
切

さ
ん
は
、
集
会
所
が
あ
る
地
域
の
自
治

会
長
で
も
あ
り
ま
す
。

　

上
今
泉
地
区
に
は
６
つ
の
自
治
会
と

　

横
須
賀
市
は
市
内
18
の
地
区
社
協
が

あ
り
、
上
町
第
２
地
区
社
協
は
昭
和
28

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
上
町

第
２
地
区
社
協
（
以
下
、
上
町
第
２
）

の
会
員
数
は
約
４
千
６
百
世
帯
、
役
員

は
社
会
福
祉
推
進
委
員
、
民
生
委
員
、

地
域
の
町
内
会
・
自
治
会
代
表
、
学
校

代
表
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
一
般
）
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

「
最
近
、
あ
の
人
を
見
な
い
」
「
真

夏
な
の
に
厚
着
を
し
て
歩
い
て
い
る
姿

を
見
か
け
た
」
等
、
サ
ロ
ン
に
は
い
ろ

い
ろ
な
情
報
が
集
ま
り
ま
す
。
心
配
す

る
声
を
聞
け
ば
、
地
区
担
当
の
民
生
委

員
や
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
伝
え
る
な

ど
、
地
域
の
「
見
守
り
」
の
場
と
し
て

も
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
「
家
に
こ

も
り
が
ち
な
人
や
、
自
治
会
に
入
っ
て

い
な
い
人
の
フ
ォ
ロ
ー
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
課
題
を
感
じ
る
」
と
い
う
久
田

さ
ん
は
、
ふ
れ
か
み
の
副
会
長
で
も
あ

り
ま
す
。

　

横
須
賀
市
は
、
民
生
委
員
の
補
助
機

関
と
し
て
、
全
国
で
初
め
て
「
協
力

員
」
制
度
が
発
足
し
た
地
域
で
す
。

「
協
力
員
は
、
民
生
委
員
の
活
動
を
補

助
す
る
目
的
で
始
ま
っ
た
制
度
で
す
が
、

時
代
と
と
も
に
、
そ
の
目
的
は
地
域
の

社
会
福
祉
の
推
進
と
変
わ
り
、
名
称
も

社
会
福
祉
推
進
委
員
（
以
下
、
推
進
委

員
）
と
な
り
ま
し
た
」
と
平
田
さ
ん
は
、

推
進
委
員
で
も
あ
り
ま
す
。

　

以
前
は
『
推
進
委
員
は
、
民
生
委
員

 

「
引
き
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
な
ど
、

参
加
で
き
る
場
所
が
で
き
て
良
か
っ
た

と
実
感
す
る
一
方
で
、
そ
こ
に
出
て
こ

ら
れ
な
い
人
た
ち
の
課
題
も
見
え
て
き

ま
し
た
」
と
民
生
委
員
が
個
別
支
援
で

把
握
し
た
ニ
ー
ズ
を
地
区
社
協
の
中
に

届
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
サ
ロ
ン
に
来
ら
れ
な

い
人
た
ち
の
「
困
り
ご
と
」
に
向
け
て
、

生
活
支
援
福
祉
活
動
の
検
討
が
、
ふ
れ

か
み
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
民
生
委

員
も
積
極
的
に
か
か
わ
り
「
何
が
困
っ

て
い
る
の
か
」
を
ベ
ー
ス
に
、
課
題
解

決
に
む
け
て
、
一
緒
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

山
北
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
　
武
政
鷹
志

　

10
月
15
、
16
日
に
か
け
て
清
涼
な

日
本
海
の
秋
晴
れ
の
中
、
全
国
か
ら

３
千
４
０
４
名
の
委
員
の
参
加
を
得
て
、

第
84
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

が
、
富
山
市
総
合
体
育
館 

第
一
ア
リ

ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
に
お
い
て
、
富
山
県
民
児
協

の
皆
様
が
準
備
や
案
内
、
歌
や
踊
り
ま

で
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
精
一

杯
の
お
も
て
な
し
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
１
日
目
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
後
、
塩
崎
厚
生
労
働
大
臣

を
は
じ
め
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

全
民
児
連
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

光
栄
に
も
県
民
児
協
か
ら
は
横
須
賀
市

と
当
山
北
町
が
優
良
民
児
協
と
し
て
表

彰
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
神

奈
川
県
の
委
員
の
皆
様
の
御
支
援
の
賜

物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
㈱
熊
谷
組
相
談
役
の
太
田

弘
氏
に
よ
る
「 

〝
ク
ロ
ヨ
ン
〞
が
遺
し

た
も
の
―
志
の
連
鎖
―
」
と
題
し
た
特

別
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
ク

ロ
ヨ
ン
建
設
（
黒
部
川
第
四
発
電
所
建

設
の
略
）
に
携
わ
っ
た
氏
の
講
演
か
ら

当
時
の
状
況
の
生
々
し
さ
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
氏
が
特
に
伝
え
た
い
こ
と

は
、
建
設
に
は
建
設
要
員
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
も
か
か
わ
っ
た
こ
と
、
又
、

地
域
住
民
も
含
め
、
目
標
達
成
の
意
識

や
連
帯
〝
志
の
連
鎖
〞
で
あ
り
、
継
続

す
る
こ
と
の
尊
さ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

第
２
日
目
は
活
動
交
流
集
会
が
10
会

場
で
、
其
々
の
テ
ー
マ
で
講
演
や
実
際

の
活
動
発
表
が
行
わ
れ
、
委
員
の
活
発

な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
得

た
知
識
や
各
委
員
の
熱
意
を
地
域
に
持

ち
帰
り
、
展
開
す
る
こ
と
が
肝
要
と
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
末
尾
を
飾
っ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
「
越
中
八
尾
お
わ
ら
風
の
盆
の

踊
り
」
、
富
山
県
民
協
か
ら
約
百
名
余

り
の
皆
さ
ん
の
踊
り
は
圧
巻
で
し
た
。

数
多
の
練
習
時
間
を

割
い
た
そ
う
で
す
。

他
人
の
た
め
に
努
力

す
る
委
員
の
志
、
及

び
そ
の
連
鎖
は
、
こ

う
し
た
大
会
を
通
じ

て
地
域
に
拡
散
し
継

続
し
て
い
く
も
の
と

意
を
強
く
し
ま
し
た
。

連
合
自
治
会
が
あ
り
ま
す
が
、
全
自
治

会
が
協
力
し
、
掲
示
版
や
回
覧
版
で
サ

ロ
ン
行
事
予
定
表
を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
地

域
の
パ
イ
プ
を
生
か
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
切
さ
ん
は
活
動
を
一
緒
に

す
る
な
か
で
、
民
生
委
員
活
動
へ
の
理

解
が
深
ま
っ
た
と
言
い
ま
す
。
「
は
じ

め
か
ら
み
ん
な
の
仲
が
良
か
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
同
じ
目
的

で
一
緒
に
や
れ
ば
仲
良
く
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
自
治
会
は
福
祉
の
こ
と
ま
で

手
が
回
り
き
れ
な
い
。
そ
こ
を
民
生
委

員
が
や
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
助
か
り

ま
す
」
と
。

社会福祉推進委員制度のあゆみ

自
治
会
と
の
連
携
は
必
須

地
区
社
協
の
活
動
と
と
も
に

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
た
い

「
見
守
り
」
の
役
割
を
果
た
し
て

同
じ
地
区
社
協
の
会
員
と
し
て

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
始
ま
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
た
め
、

去
る
８
月
26
日
、
県
社
会
福
祉
会
館
に

て
テ
ー
マ
別
研
修
Ⅰ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
（
県
・
横
須
賀
市
主
催
、
県
民
協

共
催
）

 

「
高
齢
者
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ

い
て
訊
か
れ
た
が
、
答
え
ら
れ
ず
困
っ

た
」
「
民
生
委
員
向
け
の
説
明
会
な
ど

は
な
い
の
か
？
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

が
相
次
ぎ
、
研
修
の
テ
ー
マ
に
取
り
上

げ
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
講
師
の
内
嶋
順
一
弁
護
士

よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
目
的

（
行
政
事
務
の
合
理
化
・
円
滑
に
行
う

た
め
の
制
度
）
や
仕
組
み
等
を
基
礎
知

識
と
し
て
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
注
意
事
項
と
し
て
、
民
生
委

員
が
他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱

う
こ
と
は
一
切
行
わ
な
い
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
基
礎
知
識
の
講
義
に
続

き
、
質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
、
民
生

委
員
と
し
て
心
配
し
て
い
る
こ
と
等
を

取
り
あ
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
個
人
番
号
が
付
番
さ
れ

る
「
通
知
カ
ー
ド
」
と
本
人
が
申
請
す

れ
ば
交
付
さ
れ
る
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
と
の
違
い
や
、
『
高
齢
者
か
ら
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
を
相
談
さ
れ
た

場
合
、
ど
う
教
え
て
あ
げ
た
ら
い
い
の

か
』
な
ど
の
質
問
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
は
「
通
知
カ
ー
ド
は
大
切

に
保
管
す
る
こ
と
」
「
個
人
カ
ー
ド
の

取
得
は
個
人
の
自
由
で
あ
る
こ
と
。
慌

て
ず
に
、
制
度
の
進
行
状
況
を
見
て
か

ら
で
も
申
請
は
遅
く
な
い
こ
と
」
な
ど
、

そ
の
場
面
を
想
定
し
て
、
正
し
い
情
報

を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
解
説
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

研
修
後
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
具
体
的
な
質
疑
応
答
が
あ
っ
て
良
か

っ
た
」
「
地
域
の
高
齢
者
や
民

生
委
員
の
仲
間
に
伝
え
た
い
内

容
だ
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。県

民
児
協
事
務
局

マイナンバーの資料はホームページから検索できます
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/

◎昭和23（1948）年　民生委員法施行
「社会事業協力員」制度創設（市社会事業協会）

◎昭和26（1951）年　横須賀市社会福祉協議会設立
「社会福祉協力員」に改称（市社会事業協会から市社協へ移管）
 　▶ 制度創設から平成5(1993)年の制度改正までの位置付けは
「民生委員を補佐しその活動に協力する者」

◎平成5(1993)年「社会福祉推進員」に改称
　 ▶ 民生委員の「補助者」から「よき協力者」という位置付けに変わ
り、地区社協の会員となってその活動を行うこととなった

◎平成16(2004)年「社会福祉推進委員」に改称
　 ▶ 民生委員の「よき協力者」、地区社協の会員となってその活動を行う
ことに加えて、町内会・自治会の活動に参画・協力することになった

横
須
賀
市
上
町
第
２
地
区
社
協

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

富
山
大
会
に
参
加
し
て

正
し
く
知
っ
て
、
伝
え
よ
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

マイナンバー 検索

◀ 個人番号カード（見本）は、本人が市町村に交付を申請し、
通知カードと引き換えに交付を受けるカード

社会福祉推進委員制度は、市社協の
「社会福祉推進委員要綱」により規定

左から上町第２地区社協会長の平田善也さん、横
須賀市社協職員の小山由紀さん、上町第２地区民
児協会長の佐野美智子さん

おもて面

うら面
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　ホームページの情報提供のなかで、反響の大きい「多言
語医療問診票」（自分の病気やけがの症状を医師に伝えら
れるように、日本語併記で18言語11診療科目で作成され
ている）を、ＮＰＯ法人国際交流ハーティー港南台との協働
で作成されている取り組みに、大変興味を持ちました。
　神奈川県には、県と市町村がNPOと協働して運営する
指定医療機関に通訳を派遣する仕組みがあるそうです。
　共生社会をめざし、協働し、工夫して、様々なツールを考案
し、活動するＫＩＦスタッフの熱い思いに明るい未来が見えて
くるようでした。

県民児協広報委員　斎藤　茂男

　地震の経験がない外国人も多く、東日本大震災の時は、激
しい揺れに驚き、周りの状況や情報がなく不安な思いをした
方も多かったそうです。その外国人たちが被災地へのボラン
ティア活動をする写真を拝見し、人の温かさや困っている人
に手を差し伸べる気持ちは同じだと感じました。
　言葉、防災、健康・保健、出産、子
育てなど、困っている外国人にどんな
情報提供ができるか、民児協の定例
会などで話し合い、関心をもつことから
始めることが大切だと感じました。
県民児協広報委員　山崎　たか子

に
言
わ
れ
た
こ
と
だ
け
を
や
れ
ば
い

い
』
と
言
う
人
も
い
ま
し
た
が
、
先
人

の
会
長
た
ち
が
『
こ
の
ま
ま
で
は
地
域

福
祉
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
』
と
い
う

危
機
感
を
持
ち
、
仕
組
み
や
考
え
方
を

変
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

推
進
委
員
と
民
生
委
員
は
、
全
員
が

地
区
社
協
の
会
員
で
あ
り
、
地
域
の
活

動
を
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

上
町
第
２
で
は
、
５
つ
の
専
門
部
会

（
広
報
・
児
童
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
・

障
が
い
者
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を

設
置
し
、
推
進
委
員
と
民
生
委
員
は
、

必
ず
何
れ
か
の
部
会
に
所
属
し
、
ま
た
、

自
治
会
・
町
内
会
役
員
や
学
校
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
所
属
し
て
い
ま
す
。

 

「
地
域
の
た
め
な
ら
み
ん
な
で
や
る
、

だ
か
ら
『
み
ん
な
が
入
っ
て
い
る
社

協
』
で
や
る
。
推
進
委
員
も
民
生
委
員

も
、
同
じ
地
区
社
協
の
仲
間
。
一
緒
に

考
え
、
相
談
で
き
る
関
係
が
い
い
」
と

い
う
佐
野
さ
ん
は
上
町
第
２
の
副
会
長

で
も
あ
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
、
推
進
委
員
と
も
に
、
３

年
に
１
回
、
委
員
の
交
替
が
あ
り
、
上

町
第
２
で
は
新
任
研
修
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
新
し
く
民
生
委
員
、
推
進
委

員
に
な
っ
た
全
員
を
対
象
に
、
地
区
内

６
ブ
ロ
ッ
ク
で
研
修
会
を
実
施
、
さ
ら

に
日
中
は
参
加
が
出
来
な
い
人
の
た
め

に
、
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
夜
間
の
研
修
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
か
ら
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
で
、

お
互
い
の
活
動
や
違
い
を
理
解
し
あ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

「
地
区
社
協
は
歴
史
も
長
く
、
個
々
が

『
自
分
た
ち
の
地
域
を
守
っ
て
い
く
』

と
い
う
自
負
が
あ
り
、
そ
の
思
い
が
各

地
区
社
協
の
事
業
に
独
自
性
や
豊
か
さ

を
生
み
出
し
、
そ
れ
が
横
須
賀
市
全
体

を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
」
と
言
う
の
は

横
須
賀
市
社
協
の
小
山
さ
ん
。
推
進
委

員
と
民
生
委
員
の
合
同
研
修
と
い
う
取

り
組
み
は
、
そ
の
後
、
市
社
協
で
も
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　　

上
町
第
２
の
地
域
は
、
横
須
賀
中
央

駅
に
近
い
市
の
中
心
街
で
す
が
、
古
く

か
ら
の
地
域
で
、
高
齢
化
率
は
33
％
を

超
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
区
社
協

で
「
支
え
あ
え
る
町
づ
く
り
」
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
小
ま
め
に
情
報
が
入
る

よ
う
に
な
り
、
地
域
の
見
守
り
体
制
は

厚
く
な
り
ま
し
た
。

 

「
有
難
い
こ
と
は
、
役
割
分
担
に
よ

っ
て
個
別
支
援
に
時
間
を
か
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
地
域
の
た

め
の
活
動
は
社
協
、
民
生
委
員
は
個
別

支
援
と
役
割
が
違
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
個
別
の
事
例
検
討
は
民
児
協
で
や

る
と
区
別
し
、
民
生
委
員
と
し
て
の
自

覚
や
プ
ラ
イ
ド
が
生
ま
れ
ま
す
」
と
佐

野
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

お
互
い
の
役
割
の
違
い
や
、
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
心
が
け
に
つ
い

て
は
、
丁
寧
に
、
確
認
を
繰
り
返
す
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
平
田
さ
ん
、
佐
野

さ
ん
は
口
を
揃
え
ま
す
。
一
緒
に
活
動

す
る
な
か
で
、
確
認
を
繰
り
返
す
こ
と

が
、
関
係
を
築
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
上
町
第
２
で
は
、
組
織

構
成
や
役
割
、
考
え
方
を
整
理
し
て
資

料
化
、
い
つ
で
も
確
認
を
重
ね
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。　

　

最
後
に
、
地
区
社
協
の
活
動
を
す
す

め
る
う
え
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
伺
い
ま
し

た
。　

 

「
上
手
く
い
っ
た
ら
、
み
ん
な
で
喜

び
、
失
敗
し
た
ら
、
み
ん
な
で
ま
た
考

え
る
。
社
協
は
み
ん
な
の
活
動
だ
か

ら
」
と
平
田
さ
ん
。

 

「
サ
ロ
ン
に
来
る
と
、
誰
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
、
推
進
委
員
か
、
民
生
委
員

か
分
か
ら
な
い
程
、
仲
が
い
い
。
身
近

に
、
一
緒
に
や
れ
る
場
所
が
あ
る
こ
と

も
大
き
い
」
と
佐
野
さ
ん
。
「
何
事
で

も
一
緒
だ
か
ら
話
が
早
い
、
社
協
に
き

た
ら
、
み
ん
な
一
緒
」
と
い
う
お
二
人

の
話
が
印
象
的
で
し
た
。

◇
情
報
で
つ
な
が
る

　

生
活
に
役
立
つ
情
報
や
、
支
援
者
が

使
え
る
情
報
を
提
供
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「
か
な
が
わ
・
こ
み
ゅ
に
て
ぃ
・

ね
っ
と
わ
ー
く
・
さ
い
と
」
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
「
日
本
語
を
学
ぶ
」
「
病

気
に
な
っ
た
ら
」
「
住
む
」
「
働
く
」

な
ど
の
項
目
で
選
べ
、
外
国
人
や
支
援

者
な
ど
の
「
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

同
士
が
生
活
情
報
で
横
に
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｋ
Ｉ
Ｆ

発
行
物
は
同
サ
イ

ト
よ
り
検
索
、
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
の
で
、
積
極
的

に
活
用
し
て
ほ
し

い
で
す
。

地
域
の
た
め
の
活
動
は
「
社
協
」
で

地
区
社
協
・
新
任
研
修
会
に
力
を
い
れ
て

地
区
社
協
は
横
須
賀
を
リ
ー
ド
す
る
存
在

民
生
委
員
活
動
に
プ
ラ
イ
ド
を
も
つ

繰
り
返
し
、
確
認
す
る
こ
と
が
大
切

喜
び
も
失
敗
も
、
分
か
ち
合
え
る
仲
間

　2ヶ所の地区社協に共通して感じたことは、『地
域づくり』という同じ目的で集い、一緒に知恵を出し
あい、協働することで、お互いの役割も理解しあえ
るようになるということでした。
　自治会、民生委員、老人クラブなど、地域には
さまざまな団体があり、皆それぞれに、その人なり
の背景や思いをもって活動と向き合っています。
　しかし、地域のために「何ができるのか」を分か
ち合える「場」として地区社協を捉え、所属する団
体や立場が違っても「地域をつむぐ仲間」とすれば
何かが変わる、生まれるということを今回の取材
を通じて強く感じました。

かながわ国際交流財団（ＫＩＦ）
　国境や人種、文化の違いをこえて、いき
いきと心豊かに暮らせる社会を形成し、国
際性豊かな人材を育て、地域からの将来
像を提案するため、４つの事業の柱のもと
で事業を展開しています。
 Ⅰ 多文化共催の地域社会かながわづくり
Ⅱ  県民・ＮＧＯ等との連携・協働による国
際活動の促進

Ⅲ 国際性豊かな人材の育成
Ⅳ 学術・文化交流の促進
〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町2-21-8
　　　　　　第一安田ビル4F
　TEL:045-620-0011 FAX:045-620-0025

多
文
化
共
生
の
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て

公
益
財
団
法
人
か
な
が
わ
国
際
交
流
財
団 

山
内
涼
子
さ
ん 

富
本
潤
子
さ
ん

　

か
な
が
わ
国
際
交
流
財
団
（
以
下
、

Ｋ
Ｉ
Ｆ
）
は
、
神
奈
川
に
住
む
さ
ま
ざ

ま
な
国
籍
、
民
族
、
言
語
の
す
べ
て
の

人
が
、
地
域
社
会
「
か
な
が
わ
」
の
構

成
員
と
し
て
共
に
活
き
て
い
く
共
生
の

社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
４
つ
の
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
（
左
図
参
照
）
。

　

約
17
万
人
の
外
国
人
が
暮
ら
す
神
奈

川
の
特
徴
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
（
約
160

の
国
と
地
域
）
か
ら
来
日
さ
れ
、
そ
の

言
葉
や
文
化
が
多
種
多
様
に
あ
る
こ
と

で
す
。

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の
情

報
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
日
本

語
で
あ
り
、
言
葉
に
不
自
由
な
外
国
人

は
必
要
な
情
報
、
正
確
な
情
報
を
得
ら

れ
ず
、
不
安
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

◇
安
心
し
て
生
活
し
て
も
ら
う
た
め
に

　

そ
こ
で
Ｋ
Ｉ
Ｆ
は
、
外
国
人
向
け
に
、

日
本
社
会
の
仕
組
み
や
医
療
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
、
日
本
語
教
室
マ
ッ
プ
等
、
生

活
す
る
う
え
で
必
要
な
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
電
子
メ
ー
ル
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
方
法
で
幅
広
く
情
報
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
を
支
援
す
る
受
け
入

れ
側
（
支
援
者
）
向
け
に
、
「
外
国
人

住
民
サ
ポ
ー
ト
ア
イ
デ
ア
集
」
や
、
学

校
関
係
者
向
け
に
外
国
に
つ
な
が
る
子

ど
も
を
支
援
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

取材メモ…同じ地域に暮らす住民への支援として

写真上：上町第２
地区社協ボラン
ティアセンター外
観と室内
写真下：上町第２
地区社協がまとめ
た資料類

「かながわ・こみゅにてぃ・ねっとわーく・さいと」からご覧
いただけます　http://www.kifjp.org/kcns/

ひとネットワーク
地域と社会資源

❶外国人保護者のための予防接種のしおり
❷外国につながる親子のための入園のしおり
❸多言語医療問診票　❹外国人住民サポートアイデア集
❺災害の備えは大丈夫？　❻災害のときの便利ノート

外科問診票 ネパール語
नेपाली भाषा

名前

どうしましたか

症状のあるところに丸をしてください

生年月日 電話

□ □男 女

□ □はい いいえ

□ □はい いいえ

□ □はい いいえ

□ □はい いいえ

□ □はい いいえ

□ □はい いいえ

□ □はい いいえ

年 月 日

年 月 日から

それはいつからですか

薬や食べ物でアレルギーが出ますか

□ はい → □ 薬　□ 食べ物　□ その他 □ いいえ

いいえ

現在飲んでいる薬はありますか

□ はい → 持っていれば見せてください　　　　□

妊娠していますか、またその可能性はありますか

□ はい → ヶ月　　　　　□ いいえ

授乳中ですか

今までにかかった病気はありますか

現在治療している病気はありますか

手術を受けたことがありますか

輸血を受けたことがありますか

麻酔をして何かトラブルがありましたか

レントゲンフィルムを持っていますか

内視鏡フィルムを持っていますか

紹介状のある方だけ書いてください

住所

健康保険を持っていますか？

国籍

□ □はい いいえ

言葉

名前

生年月日 電話

□ □男 女

年 月 日

住所

健康保険を持っていますか？

国籍

□ □はい いいえ

言葉

□
□
□
□
□
□

□
□

□
□

□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

（           ℃） 熱がある お腹が痛い
やけど しこり しびれ
ひねった 体重が減っている かゆい
胆石 腫れ 痔

血便 のど（甲状腺） 脱腸（ヘルニア）
その他

けが

首 肺
胃 へそ 腸

乳房

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

胃腸の病気
結核

エイズ

肝臓の病気 心臓の病気 腎臓の病気
糖尿病 ぜんそく 高血圧症

その他甲状腺の病気 梅毒

 

Alituntunin sa Pagpasok sa Hoikuen

(Paalagaan ng mga Bata) ng mga Magulang at Anak na 

may Lahing Banyaga  

~Ukol sa mga dadalhin at pamumuhay sa Hoikuen

(Paalagaan ng mga Bata)~

 

 
 
 

 

 

 

○○○ 保
ほ

 育
いく

 園
えん

 
(Hoikuen-Paalagaan ng mga Bata)

   ＴＥＬ ○○○○（○○）○○○○ 
  

*Ang mga datos na ito ay nilikha para magamit nang mga batang may lahing banyaga na magsisipagpasok 

sa Hoikuen(Paalagaan ng mga Bata).

Ang mga termino, oras, mga dadalhin at iba pa ay itinugma sa Hoikuen(Paalagaan ng mga Bata), at kung 

may nabago o may idinagdag ay paki-balangkas na lamang.
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　ホームページの情報提供のなかで、反響の大きい「多言
語医療問診票」（自分の病気やけがの症状を医師に伝えら
れるように、日本語併記で18言語11診療科目で作成され
ている）を、ＮＰＯ法人国際交流ハーティー港南台との協働
で作成されている取り組みに、大変興味を持ちました。
　神奈川県には、県と市町村がNPOと協働して運営する
指定医療機関に通訳を派遣する仕組みがあるそうです。
　共生社会をめざし、協働し、工夫して、様々なツールを考案
し、活動するＫＩＦスタッフの熱い思いに明るい未来が見えて
くるようでした。

県民児協広報委員　斎藤　茂男

　地震の経験がない外国人も多く、東日本大震災の時は、激
しい揺れに驚き、周りの状況や情報がなく不安な思いをした
方も多かったそうです。その外国人たちが被災地へのボラン
ティア活動をする写真を拝見し、人の温かさや困っている人
に手を差し伸べる気持ちは同じだと感じました。
　言葉、防災、健康・保健、出産、子
育てなど、困っている外国人にどんな
情報提供ができるか、民児協の定例
会などで話し合い、関心をもつことから
始めることが大切だと感じました。
県民児協広報委員　山崎　たか子

に
言
わ
れ
た
こ
と
だ
け
を
や
れ
ば
い

い
』
と
言
う
人
も
い
ま
し
た
が
、
先
人

の
会
長
た
ち
が
『
こ
の
ま
ま
で
は
地
域

福
祉
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
』
と
い
う

危
機
感
を
持
ち
、
仕
組
み
や
考
え
方
を

変
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

推
進
委
員
と
民
生
委
員
は
、
全
員
が

地
区
社
協
の
会
員
で
あ
り
、
地
域
の
活

動
を
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

上
町
第
２
で
は
、
５
つ
の
専
門
部
会

（
広
報
・
児
童
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
・

障
が
い
者
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を

設
置
し
、
推
進
委
員
と
民
生
委
員
は
、

必
ず
何
れ
か
の
部
会
に
所
属
し
、
ま
た
、

自
治
会
・
町
内
会
役
員
や
学
校
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
所
属
し
て
い
ま
す
。

 

「
地
域
の
た
め
な
ら
み
ん
な
で
や
る
、

だ
か
ら
『
み
ん
な
が
入
っ
て
い
る
社

協
』
で
や
る
。
推
進
委
員
も
民
生
委
員

も
、
同
じ
地
区
社
協
の
仲
間
。
一
緒
に

考
え
、
相
談
で
き
る
関
係
が
い
い
」
と

い
う
佐
野
さ
ん
は
上
町
第
２
の
副
会
長

で
も
あ
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
、
推
進
委
員
と
も
に
、
３

年
に
１
回
、
委
員
の
交
替
が
あ
り
、
上

町
第
２
で
は
新
任
研
修
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
新
し
く
民
生
委
員
、
推
進
委

員
に
な
っ
た
全
員
を
対
象
に
、
地
区
内

６
ブ
ロ
ッ
ク
で
研
修
会
を
実
施
、
さ
ら

に
日
中
は
参
加
が
出
来
な
い
人
の
た
め

に
、
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
夜
間
の
研
修
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
か
ら
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
で
、

お
互
い
の
活
動
や
違
い
を
理
解
し
あ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

「
地
区
社
協
は
歴
史
も
長
く
、
個
々
が

『
自
分
た
ち
の
地
域
を
守
っ
て
い
く
』

と
い
う
自
負
が
あ
り
、
そ
の
思
い
が
各

地
区
社
協
の
事
業
に
独
自
性
や
豊
か
さ

を
生
み
出
し
、
そ
れ
が
横
須
賀
市
全
体

を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
」
と
言
う
の
は

横
須
賀
市
社
協
の
小
山
さ
ん
。
推
進
委

員
と
民
生
委
員
の
合
同
研
修
と
い
う
取

り
組
み
は
、
そ
の
後
、
市
社
協
で
も
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　　

上
町
第
２
の
地
域
は
、
横
須
賀
中
央

駅
に
近
い
市
の
中
心
街
で
す
が
、
古
く

か
ら
の
地
域
で
、
高
齢
化
率
は
33
％
を

超
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
区
社
協

で
「
支
え
あ
え
る
町
づ
く
り
」
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
小
ま
め
に
情
報
が
入
る

よ
う
に
な
り
、
地
域
の
見
守
り
体
制
は

厚
く
な
り
ま
し
た
。

 

「
有
難
い
こ
と
は
、
役
割
分
担
に
よ

っ
て
個
別
支
援
に
時
間
を
か
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
地
域
の
た

め
の
活
動
は
社
協
、
民
生
委
員
は
個
別

支
援
と
役
割
が
違
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
個
別
の
事
例
検
討
は
民
児
協
で
や

る
と
区
別
し
、
民
生
委
員
と
し
て
の
自

覚
や
プ
ラ
イ
ド
が
生
ま
れ
ま
す
」
と
佐

野
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

お
互
い
の
役
割
の
違
い
や
、
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
心
が
け
に
つ
い

て
は
、
丁
寧
に
、
確
認
を
繰
り
返
す
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
平
田
さ
ん
、
佐
野

さ
ん
は
口
を
揃
え
ま
す
。
一
緒
に
活
動

す
る
な
か
で
、
確
認
を
繰
り
返
す
こ
と

が
、
関
係
を
築
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
上
町
第
２
で
は
、
組
織

構
成
や
役
割
、
考
え
方
を
整
理
し
て
資

料
化
、
い
つ
で
も
確
認
を
重
ね
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。　

　

最
後
に
、
地
区
社
協
の
活
動
を
す
す

め
る
う
え
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
伺
い
ま
し

た
。　

 

「
上
手
く
い
っ
た
ら
、
み
ん
な
で
喜

び
、
失
敗
し
た
ら
、
み
ん
な
で
ま
た
考

え
る
。
社
協
は
み
ん
な
の
活
動
だ
か

ら
」
と
平
田
さ
ん
。

 

「
サ
ロ
ン
に
来
る
と
、
誰
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
、
推
進
委
員
か
、
民
生
委
員

か
分
か
ら
な
い
程
、
仲
が
い
い
。
身
近

に
、
一
緒
に
や
れ
る
場
所
が
あ
る
こ
と

も
大
き
い
」
と
佐
野
さ
ん
。
「
何
事
で

も
一
緒
だ
か
ら
話
が
早
い
、
社
協
に
き

た
ら
、
み
ん
な
一
緒
」
と
い
う
お
二
人

の
話
が
印
象
的
で
し
た
。

◇
情
報
で
つ
な
が
る

　

生
活
に
役
立
つ
情
報
や
、
支
援
者
が

使
え
る
情
報
を
提
供
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「
か
な
が
わ
・
こ
み
ゅ
に
て
ぃ
・

ね
っ
と
わ
ー
く
・
さ
い
と
」
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
「
日
本
語
を
学
ぶ
」
「
病

気
に
な
っ
た
ら
」
「
住
む
」
「
働
く
」

な
ど
の
項
目
で
選
べ
、
外
国
人
や
支
援

者
な
ど
の
「
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

同
士
が
生
活
情
報
で
横
に
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｋ
Ｉ
Ｆ

発
行
物
は
同
サ
イ

ト
よ
り
検
索
、
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
の
で
、
積
極
的

に
活
用
し
て
ほ
し

い
で
す
。

地
域
の
た
め
の
活
動
は
「
社
協
」
で

地
区
社
協
・
新
任
研
修
会
に
力
を
い
れ
て

地
区
社
協
は
横
須
賀
を
リ
ー
ド
す
る
存
在

民
生
委
員
活
動
に
プ
ラ
イ
ド
を
も
つ

繰
り
返
し
、
確
認
す
る
こ
と
が
大
切

喜
び
も
失
敗
も
、
分
か
ち
合
え
る
仲
間

　2ヶ所の地区社協に共通して感じたことは、『地
域づくり』という同じ目的で集い、一緒に知恵を出し
あい、協働することで、お互いの役割も理解しあえ
るようになるということでした。
　自治会、民生委員、老人クラブなど、地域には
さまざまな団体があり、皆それぞれに、その人なり
の背景や思いをもって活動と向き合っています。
　しかし、地域のために「何ができるのか」を分か
ち合える「場」として地区社協を捉え、所属する団
体や立場が違っても「地域をつむぐ仲間」とすれば
何かが変わる、生まれるということを今回の取材
を通じて強く感じました。

かながわ国際交流財団（ＫＩＦ）
　国境や人種、文化の違いをこえて、いき
いきと心豊かに暮らせる社会を形成し、国
際性豊かな人材を育て、地域からの将来
像を提案するため、４つの事業の柱のもと
で事業を展開しています。
 Ⅰ 多文化共催の地域社会かながわづくり
Ⅱ  県民・ＮＧＯ等との連携・協働による国
際活動の促進

Ⅲ 国際性豊かな人材の育成
Ⅳ 学術・文化交流の促進
〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町2-21-8
　　　　　　第一安田ビル4F
　TEL:045-620-0011 FAX:045-620-0025

多
文
化
共
生
の
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て

公
益
財
団
法
人
か
な
が
わ
国
際
交
流
財
団 

山
内
涼
子
さ
ん 

富
本
潤
子
さ
ん

　

か
な
が
わ
国
際
交
流
財
団
（
以
下
、

Ｋ
Ｉ
Ｆ
）
は
、
神
奈
川
に
住
む
さ
ま
ざ

ま
な
国
籍
、
民
族
、
言
語
の
す
べ
て
の

人
が
、
地
域
社
会
「
か
な
が
わ
」
の
構

成
員
と
し
て
共
に
活
き
て
い
く
共
生
の

社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
４
つ
の
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
（
左
図
参
照
）
。

　

約
17
万
人
の
外
国
人
が
暮
ら
す
神
奈

川
の
特
徴
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
（
約
160

の
国
と
地
域
）
か
ら
来
日
さ
れ
、
そ
の

言
葉
や
文
化
が
多
種
多
様
に
あ
る
こ
と

で
す
。

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の
情

報
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
日
本

語
で
あ
り
、
言
葉
に
不
自
由
な
外
国
人

は
必
要
な
情
報
、
正
確
な
情
報
を
得
ら

れ
ず
、
不
安
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

◇
安
心
し
て
生
活
し
て
も
ら
う
た
め
に

　

そ
こ
で
Ｋ
Ｉ
Ｆ
は
、
外
国
人
向
け
に
、

日
本
社
会
の
仕
組
み
や
医
療
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
、
日
本
語
教
室
マ
ッ
プ
等
、
生

活
す
る
う
え
で
必
要
な
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
電
子
メ
ー
ル
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
方
法
で
幅
広
く
情
報
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
を
支
援
す
る
受
け
入

れ
側
（
支
援
者
）
向
け
に
、
「
外
国
人

住
民
サ
ポ
ー
ト
ア
イ
デ
ア
集
」
や
、
学

校
関
係
者
向
け
に
外
国
に
つ
な
が
る
子

ど
も
を
支
援
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

取材メモ…同じ地域に暮らす住民への支援として

写真上：上町第２
地区社協ボラン
ティアセンター外
観と室内
写真下：上町第２
地区社協がまとめ
た資料類

「かながわ・こみゅにてぃ・ねっとわーく・さいと」からご覧
いただけます　http://www.kifjp.org/kcns/

ひとネットワーク
地域と社会資源

❶外国人保護者のための予防接種のしおり
❷外国につながる親子のための入園のしおり
❸多言語医療問診票　❹外国人住民サポートアイデア集
❺災害の備えは大丈夫？　❻災害のときの便利ノート

外科問診票 ネパール語
नेपाली भाषा

名前

どうしましたか

症状のあるところに丸をしてください

生年月日 電話

□ □男 女

□ □はい いいえ

□ □はい いいえ

□ □はい いいえ

□ □はい いいえ

□ □はい いいえ

□ □はい いいえ

□ □はい いいえ

年 月 日

年 月 日から

それはいつからですか

薬や食べ物でアレルギーが出ますか

□ はい → □ 薬　□ 食べ物　□ その他 □ いいえ

いいえ

現在飲んでいる薬はありますか

□ はい → 持っていれば見せてください　　　　□

妊娠していますか、またその可能性はありますか

□ はい → ヶ月　　　　　□ いいえ

授乳中ですか

今までにかかった病気はありますか

現在治療している病気はありますか

手術を受けたことがありますか

輸血を受けたことがありますか

麻酔をして何かトラブルがありましたか

レントゲンフィルムを持っていますか

内視鏡フィルムを持っていますか

紹介状のある方だけ書いてください

住所

健康保険を持っていますか？

国籍

□ □はい いいえ

言葉

名前

生年月日 電話

□ □男 女

年 月 日

住所

健康保険を持っていますか？

国籍

□ □はい いいえ

言葉

□
□
□
□
□
□

□
□

□
□

□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

（           ℃） 熱がある お腹が痛い
やけど しこり しびれ
ひねった 体重が減っている かゆい
胆石 腫れ 痔

血便 のど（甲状腺） 脱腸（ヘルニア）
その他

けが

首 肺
胃 へそ 腸

乳房

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

胃腸の病気
結核

エイズ

肝臓の病気 心臓の病気 腎臓の病気
糖尿病 ぜんそく 高血圧症

その他甲状腺の病気 梅毒

 

Alituntunin sa Pagpasok sa Hoikuen

(Paalagaan ng mga Bata) ng mga Magulang at Anak na 

may Lahing Banyaga  

~Ukol sa mga dadalhin at pamumuhay sa Hoikuen

(Paalagaan ng mga Bata)~

 

 
 
 

 

 

 

○○○ 保
ほ

 育
いく

 園
えん

 
(Hoikuen-Paalagaan ng mga Bata)

   ＴＥＬ ○○○○（○○）○○○○ 
  

*Ang mga datos na ito ay nilikha para magamit nang mga batang may lahing banyaga na magsisipagpasok 

sa Hoikuen(Paalagaan ng mga Bata).

Ang mga termino, oras, mga dadalhin at iba pa ay itinugma sa Hoikuen(Paalagaan ng mga Bata), at kung 

may nabago o may idinagdag ay paki-balangkas na lamang.
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3

て
い
る
」
と
、
民
生
委
員
だ
け
で
な
く
、

皆
で
役
割
分
担
を
す
る
必
要
性
を
一
ノ

瀬
さ
ん
は
強
調
し
ま
す
。

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
、
手
話
体
操
、
ク
ラ
フ

ト
、
着
付
け
教
室
等
、
多
彩
な
サ
ロ
ン

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
地
域
の
人
た
ち
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
講
師
を
引
き
受

け
て
い
ま
す
。

 

「
自
治
会
に
は
技
術
や
特
技
を
も
つ

人
や
、
地
域
の
た
め
に
何
か
や
り
た
い

と
言
う
人
が
い
ま
す
。
人
材
発
掘
も
私

の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
岩
切

さ
ん
は
、
集
会
所
が
あ
る
地
域
の
自
治

会
長
で
も
あ
り
ま
す
。

　

上
今
泉
地
区
に
は
６
つ
の
自
治
会
と

　

横
須
賀
市
は
市
内
18
の
地
区
社
協
が

あ
り
、
上
町
第
２
地
区
社
協
は
昭
和
28

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
上
町

第
２
地
区
社
協
（
以
下
、
上
町
第
２
）

の
会
員
数
は
約
４
千
６
百
世
帯
、
役
員

は
社
会
福
祉
推
進
委
員
、
民
生
委
員
、

地
域
の
町
内
会
・
自
治
会
代
表
、
学
校

代
表
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
一
般
）
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

「
最
近
、
あ
の
人
を
見
な
い
」
「
真

夏
な
の
に
厚
着
を
し
て
歩
い
て
い
る
姿

を
見
か
け
た
」
等
、
サ
ロ
ン
に
は
い
ろ

い
ろ
な
情
報
が
集
ま
り
ま
す
。
心
配
す

る
声
を
聞
け
ば
、
地
区
担
当
の
民
生
委

員
や
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
伝
え
る
な

ど
、
地
域
の
「
見
守
り
」
の
場
と
し
て

も
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
「
家
に
こ

も
り
が
ち
な
人
や
、
自
治
会
に
入
っ
て

い
な
い
人
の
フ
ォ
ロ
ー
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
課
題
を
感
じ
る
」
と
い
う
久
田

さ
ん
は
、
ふ
れ
か
み
の
副
会
長
で
も
あ

り
ま
す
。

　

横
須
賀
市
は
、
民
生
委
員
の
補
助
機

関
と
し
て
、
全
国
で
初
め
て
「
協
力

員
」
制
度
が
発
足
し
た
地
域
で
す
。

「
協
力
員
は
、
民
生
委
員
の
活
動
を
補

助
す
る
目
的
で
始
ま
っ
た
制
度
で
す
が
、

時
代
と
と
も
に
、
そ
の
目
的
は
地
域
の

社
会
福
祉
の
推
進
と
変
わ
り
、
名
称
も

社
会
福
祉
推
進
委
員
（
以
下
、
推
進
委

員
）
と
な
り
ま
し
た
」
と
平
田
さ
ん
は
、

推
進
委
員
で
も
あ
り
ま
す
。

　

以
前
は
『
推
進
委
員
は
、
民
生
委
員

 
「
引
き
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
な
ど
、

参
加
で
き
る
場
所
が
で
き
て
良
か
っ
た

と
実
感
す
る
一
方
で
、
そ
こ
に
出
て
こ

ら
れ
な
い
人
た
ち
の
課
題
も
見
え
て
き

ま
し
た
」
と
民
生
委
員
が
個
別
支
援
で

把
握
し
た
ニ
ー
ズ
を
地
区
社
協
の
中
に

届
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
サ
ロ
ン
に
来
ら
れ
な

い
人
た
ち
の
「
困
り
ご
と
」
に
向
け
て
、

生
活
支
援
福
祉
活
動
の
検
討
が
、
ふ
れ

か
み
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
民
生
委

員
も
積
極
的
に
か
か
わ
り
「
何
が
困
っ

て
い
る
の
か
」
を
ベ
ー
ス
に
、
課
題
解

決
に
む
け
て
、
一
緒
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

山
北
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
　
武
政
鷹
志

　

10
月
15
、
16
日
に
か
け
て
清
涼
な

日
本
海
の
秋
晴
れ
の
中
、
全
国
か
ら

３
千
４
０
４
名
の
委
員
の
参
加
を
得
て
、

第
84
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

が
、
富
山
市
総
合
体
育
館 

第
一
ア
リ

ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
に
お
い
て
、
富
山
県
民
児
協

の
皆
様
が
準
備
や
案
内
、
歌
や
踊
り
ま

で
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
精
一

杯
の
お
も
て
な
し
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
１
日
目
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
後
、
塩
崎
厚
生
労
働
大
臣

を
は
じ
め
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

全
民
児
連
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

光
栄
に
も
県
民
児
協
か
ら
は
横
須
賀
市

と
当
山
北
町
が
優
良
民
児
協
と
し
て
表

彰
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
神

奈
川
県
の
委
員
の
皆
様
の
御
支
援
の
賜

物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
㈱
熊
谷
組
相
談
役
の
太
田

弘
氏
に
よ
る
「 

〝
ク
ロ
ヨ
ン
〞
が
遺
し

た
も
の
―
志
の
連
鎖
―
」
と
題
し
た
特

別
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
ク

ロ
ヨ
ン
建
設
（
黒
部
川
第
四
発
電
所
建

設
の
略
）
に
携
わ
っ
た
氏
の
講
演
か
ら

当
時
の
状
況
の
生
々
し
さ
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
氏
が
特
に
伝
え
た
い
こ
と

は
、
建
設
に
は
建
設
要
員
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
も
か
か
わ
っ
た
こ
と
、
又
、

地
域
住
民
も
含
め
、
目
標
達
成
の
意
識

や
連
帯
〝
志
の
連
鎖
〞
で
あ
り
、
継
続

す
る
こ
と
の
尊
さ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

第
２
日
目
は
活
動
交
流
集
会
が
10
会

場
で
、
其
々
の
テ
ー
マ
で
講
演
や
実
際

の
活
動
発
表
が
行
わ
れ
、
委
員
の
活
発

な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
得

た
知
識
や
各
委
員
の
熱
意
を
地
域
に
持

ち
帰
り
、
展
開
す
る
こ
と
が
肝
要
と
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
末
尾
を
飾
っ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
「
越
中
八
尾
お
わ
ら
風
の
盆
の

踊
り
」
、
富
山
県
民
協
か
ら
約
百
名
余

り
の
皆
さ
ん
の
踊
り
は
圧
巻
で
し
た
。

数
多
の
練
習
時
間
を

割
い
た
そ
う
で
す
。

他
人
の
た
め
に
努
力

す
る
委
員
の
志
、
及

び
そ
の
連
鎖
は
、
こ

う
し
た
大
会
を
通
じ

て
地
域
に
拡
散
し
継

続
し
て
い
く
も
の
と

意
を
強
く
し
ま
し
た
。

連
合
自
治
会
が
あ
り
ま
す
が
、
全
自
治

会
が
協
力
し
、
掲
示
版
や
回
覧
版
で
サ

ロ
ン
行
事
予
定
表
を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
地

域
の
パ
イ
プ
を
生
か
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
切
さ
ん
は
活
動
を
一
緒
に

す
る
な
か
で
、
民
生
委
員
活
動
へ
の
理

解
が
深
ま
っ
た
と
言
い
ま
す
。
「
は
じ

め
か
ら
み
ん
な
の
仲
が
良
か
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
同
じ
目
的

で
一
緒
に
や
れ
ば
仲
良
く
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
自
治
会
は
福
祉
の
こ
と
ま
で

手
が
回
り
き
れ
な
い
。
そ
こ
を
民
生
委

員
が
や
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
助
か
り

ま
す
」
と
。

社会福祉推進委員制度のあゆみ

自
治
会
と
の
連
携
は
必
須

地
区
社
協
の
活
動
と
と
も
に

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
た
い

「
見
守
り
」
の
役
割
を
果
た
し
て

同
じ
地
区
社
協
の
会
員
と
し
て

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
始
ま
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
た
め
、

去
る
８
月
26
日
、
県
社
会
福
祉
会
館
に

て
テ
ー
マ
別
研
修
Ⅰ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
（
県
・
横
須
賀
市
主
催
、
県
民
協

共
催
）

 

「
高
齢
者
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ

い
て
訊
か
れ
た
が
、
答
え
ら
れ
ず
困
っ

た
」
「
民
生
委
員
向
け
の
説
明
会
な
ど

は
な
い
の
か
？
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

が
相
次
ぎ
、
研
修
の
テ
ー
マ
に
取
り
上

げ
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
講
師
の
内
嶋
順
一
弁
護
士

よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
目
的

（
行
政
事
務
の
合
理
化
・
円
滑
に
行
う

た
め
の
制
度
）
や
仕
組
み
等
を
基
礎
知

識
と
し
て
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
注
意
事
項
と
し
て
、
民
生
委

員
が
他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱

う
こ
と
は
一
切
行
わ
な
い
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
基
礎
知
識
の
講
義
に
続

き
、
質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
、
民
生

委
員
と
し
て
心
配
し
て
い
る
こ
と
等
を

取
り
あ
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
個
人
番
号
が
付
番
さ
れ

る
「
通
知
カ
ー
ド
」
と
本
人
が
申
請
す

れ
ば
交
付
さ
れ
る
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
と
の
違
い
や
、
『
高
齢
者
か
ら
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
を
相
談
さ
れ
た

場
合
、
ど
う
教
え
て
あ
げ
た
ら
い
い
の

か
』
な
ど
の
質
問
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
は
「
通
知
カ
ー
ド
は
大
切

に
保
管
す
る
こ
と
」
「
個
人
カ
ー
ド
の

取
得
は
個
人
の
自
由
で
あ
る
こ
と
。
慌

て
ず
に
、
制
度
の
進
行
状
況
を
見
て
か

ら
で
も
申
請
は
遅
く
な
い
こ
と
」
な
ど
、

そ
の
場
面
を
想
定
し
て
、
正
し
い
情
報

を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
解
説
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

研
修
後
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
具
体
的
な
質
疑
応
答
が
あ
っ
て
良
か

っ
た
」
「
地
域
の
高
齢
者
や
民

生
委
員
の
仲
間
に
伝
え
た
い
内

容
だ
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。県

民
児
協
事
務
局

マイナンバーの資料はホームページから検索できます
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/

◎昭和23（1948）年　民生委員法施行
「社会事業協力員」制度創設（市社会事業協会）

◎昭和26（1951）年　横須賀市社会福祉協議会設立
「社会福祉協力員」に改称（市社会事業協会から市社協へ移管）
 　▶ 制度創設から平成5(1993)年の制度改正までの位置付けは
「民生委員を補佐しその活動に協力する者」

◎平成5(1993)年「社会福祉推進員」に改称
　 ▶ 民生委員の「補助者」から「よき協力者」という位置付けに変わ
り、地区社協の会員となってその活動を行うこととなった

◎平成16(2004)年「社会福祉推進委員」に改称
　 ▶ 民生委員の「よき協力者」、地区社協の会員となってその活動を行う
ことに加えて、町内会・自治会の活動に参画・協力することになった

横
須
賀
市
上
町
第
２
地
区
社
協

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

富
山
大
会
に
参
加
し
て

正
し
く
知
っ
て
、
伝
え
よ
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

マイナンバー 検索

◀ 個人番号カード（見本）は、本人が市町村に交付を申請し、
通知カードと引き換えに交付を受けるカード

社会福祉推進委員制度は、市社協の
「社会福祉推進委員要綱」により規定

左から上町第２地区社協会長の平田善也さん、横
須賀市社協職員の小山由紀さん、上町第２地区民
児協会長の佐野美智子さん

おもて面

うら面
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出
来
た
こ
と
。
特
に
、
サ
ロ
ン
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
で
、
短
期
間
に
50
名
余

り
を
集
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
民

生
委
員
の
口
コ
ミ
に
よ
る
力
が
大
き
か

っ
た
」
と
、
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

 

『
月
に
１
回
、
３
時
間
く
ら
い
で
い

い
の
で
手
伝
っ
て
！
』
と
い
う
呼
び
か

　

海
老
名
市
上
今
泉
地
区
社
協
「
ふ
れ
あ

い
か
み
い
ま
」
（
以
下
、
ふ
れ
か
み
）
は
、

自
治
会
、
民
生
委
員
、
ゆ
め
ク
ラ
ブ
（
老

人
ク
ラ
ブ
）
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

市
社
協
等
が
連
携
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん

と
「
ふ
れ
あ
い
、
支
え
合
う
活
動
」
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
平
成
25
年
４

月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
年
７
月
、
活
動
拠
点
と
な
る
地
区
社

協
集
会
所
を
開
設
、
10
月
か
ら
常
設
で

「
上
今
泉
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
（
以
下
、

サ
ロ
ン
）
を
始
め
ま
し
た
。

　

場
所
探
し
、
サ
ロ
ン
運
営
の
折
衝
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
等
、
目
が

回
る
ほ
ど
の
忙
し
さ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

一
ノ
瀬
さ
ん
は
「
自
治
会
、
民
生
委

員
な
ど
、
横
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い

る
人
た
ち
の
力
が
結
集
し
た
か
ら
こ
そ

け
に
応
じ
て
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

全
員
か
ら
都
合
を
聞
き
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
組
み
立
て
た
と
い
う
大
石
さ
ん
は

「
心
強
か
っ
た
こ
と
は
市
社
協
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
」
と
言
い
ま
す
。

　

地
区
社
協
事
業
と
し
て
、
サ
ロ
ン
を

運
営
す
る
た
め
の
条
件
、
見
つ
か
っ
た

場
所
の
改
修
工
事
な
ど
、
困
っ
た
こ
と

は
市
社
協
と
相
談
し
な
が
ら
、
み
ん
な

で
一
緒
に
考
え
、
情
報
や
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

共
に
活
動
し
て
き
た
市
社
協
の
明
田

川
さ
ん
は
「
人
、
経
験
、
信
頼
な
ど
、

地
域
の
力
が
結
集
し
、
み
ん
な
の
思
い

が
一
つ
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
出
来
た
」

と
言
い
ま
す
。

　　

サ
ロ
ン
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
『
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場

所
』
と
し
て
、
週
４
日
、
10
時
か
ら
15

時
ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年

度
は
延
べ
４
６
３
９
名
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
含
む
）
、
１
日
あ
た
り
平
均
25
名

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
れ
か
み
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
研
修
を
実
施
、
サ
ロ
ン
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
な
ど
、
地
域
の
み

ん
な
が
気
持
ち
よ
く
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

 

「
サ
ロ
ン
を
民
生
委
員
だ
け
で
や
っ

て
い
る
話
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
は
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
。

こ
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
元
民
生
委

員
や
自
治
会
仲
間
も
い
て
、
民
生
委
員

の
多
忙
さ
は
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
、

皆
、
役
割
分
担
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ

　

十
数
年
前
、
社
会
人
一
年
目
に
担
当

し
た
業
務
が
広
報
紙
作
り
だ
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
多
く
の
人
や
活

動
を
つ
な
ぐ
魅
力
的
な
民
児
協
だ
よ
り

の
紙
面
づ
く
り
の
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。　
　
　

（
金
山
京
子
）

　

４
月
か
ら
事
務
局
を
担
当
し
ま
す
吉

田
と
申
し
ま
す
。

「
笑
顔
」
は
健
康
効
果
が
期
待
さ

れ
、
さ
ら
に
、
周
囲
を
明
る
く
し
ま
す
。

「
一
笑
懸
命
」
を
心
得
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

（
吉
田
容
子
）

　

県
民
児
協
だ
よ
り
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
早
半
年
。
で
き
る
だ
け
身
近
な
情

報
を
お
届
け
し
た
い
と
取
材
に
行
く
こ

と
も
増
え
ま
し
た
。
「
自
分
た
ち
の
活

動
を
紹
介
し
た
い
」
「
取
材
Ｏ
Ｋ
」
等
、

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

（
藤
嶋
裕
子
）

海老名市上今泉地区社協「ふれあいかみいま」のみなさん
１列目左から地区社協事務局長の岩切文三さん、地区社協会
長の一ノ瀬義則さん、北部地区民児協会長の久田妙子さん、２
列目左がサロン部会長の大石のぶさん、右から民生委員の北島
富喜子さん、同高橋陽子さん、地区社協事務局の小橋茂さん

左から県民児協事務局
藤嶋、金山、吉田

上右：集会所外観、左：参加者の作品
が並ぶ室内、下右：サロン活動を紹介
する「ふれかみだより」、左：簡潔にまと
めたマニュアルや利用手引き

　今年度の民生委員児童委員研修（県・横須賀市主催、県民児協共催）
の日程等が決まりましたのでお知らせします。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
形
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
最
大
限
に

海
老
名
市
上
今
泉
地
区
社
協

ふ
れ
あ
い
か
み
い
ま

日程／会場 テーマ 対
　
象

新
任
研
修

1／25（月）
横浜ワールドポー
ターズ6F

民生委員児童委員の役割と活動内容について
相談活動の基本について
個別援助票・調査事務・活動記録

　
他

原則、委員委嘱されて
1年未満の方

テ
ー
マ
別
研
修

Ⅱ 12／11（金）
フォーラム横浜

わたしたちが身近な「おとな」となるために、
こころの不調を抱えた親と一緒に暮らしている
子どもの気持ちについて学ぶ

原則、各地区民生委員児童
委員協議会より1名

但し、今回の会場が広く、
席に余裕がありますので参
加希望の方がある場合は参
加可能です

Ⅲ 2／17（水）
フォーラム横浜

哀しみからの回復を考える
～支援者の心の負担を軽減するために～

Ⅳ 3／16（水）
フォーラム横浜

生活困窮者自立支援制度と民生委員・児童委員
との新たな繋がり

リ
ー
ダ
ー
研
修

Ⅰ
2／9（火）
小田原お堀端
コンベンションホー
ル5F

委員同士でできるスキルアップの方法を学び合
おう
～委員全員が主役になる、民児協でできる研修
を習得するために～

※Ⅰ～Ⅲはいずれも同一の研修内容です。市町
村により会場が異なります

地区民児協会長および会
長、各種部会長または、民
児協の研修企画に携わって
いるリーダー層の方

Ⅱ
2／16（火）
湘南C-X
オザワビル7F

Ⅲ 2／23（火）
県社会福祉会館4F

Ⅳ 3／30（水）
県社会福祉会館

現代の貧困・低所得者支援と民生委員児童委員
活動 各地区民児恊会長

ＮＥＷＳ&インフォメーション

平成 27年 民生委員児童委員研修

皆
で
役
割
分
担
す
る
こ
と
が
大
切

編集雑感

特 

集

　

地
域
の
福
祉
課
題
の
解
決
や
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
む
け
た
地
区
社
協
活
動
が
民
生
委
員
児
童
委
員（
以
下
、民
生
委
員
）頼
み
の
体
制
に
な
っ
て
し
ま
い
、『
何

で
も
仕
事
を
任
さ
れ
て
困
る
』『
民
生
委
員
は
何
で
も
出
し
ゃ
ば
り
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
て
…
』等
の
悩
み
を
持
つ
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、地
域
の
み
ん
な
の
力

で
活
動
し
て
い
る
２
ヶ
所
の
地
区
社
協
を
参
考
に
な
れ
ば
と
取
材
し
ま
し
た
。

地
区
社
協
で「
地
域
づ
く
り
」
を
一
緒
に
！

〜
自
治
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
丸
く
つ
な
が
る
ポ
イ
ン
ト
と
は
〜
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　山北町民児協では、災害時の救
出対象者と連絡先の整備をし、防
災の日の訓練には各地で民生委員
が先頭に立って救出訓練を行って
います。
　その一環として、消防署員によ
る救急救命講習を行いました。一
時も早い心肺蘇生が生存率や社会
復帰率を高めるため、救急隊が到
着するまでの救命措置がいかに大
事か教わり、一人ひとりＡＥＤや三
角巾の使い方を習得しました。
　また、実際に被災された方のお
話を聞くことも必要と思い、宮城
県志津川地区に視察を行いまし
た。家族を失い、３年間も心を喪
失していたとのお話は胸を打た
れました。地域の住民に最後まで
「高台に逃げて」と呼びかけ亡く
なった女性職員の話は涙無くては
聞けませんでした。海抜20ｍに建
つ中学校の1階まで津波が押し寄
せたことを目の当たりにして、自然
の恐ろしさを痛感しました。まだ
仮設住宅で生活していられる方も
多く、一日も早い復興を願わずに
はいられませんでした。
　一人でも多くを助けたい。その思
いを胸に民生委員児童委員として
の自覚を持ち研鑽に努めたいと思
います。

　葉山町の障がい部会では10年
前より、障がいを持って頑張って
おられる「手をつなぐ育成会」の
方々と交流を始め、理解・支援に
つなげたいと努めてまいりまし
た。
　８年前からは、学校や作業所
事業所が長期休暇となる夏休み
に、夏祭りを企画し、より一層ふ
れあうことができるよう交流会
を続けています。
　今年の交流会は「手をつなぐ
育成会」、支援者、5月に開所し
た児童デイの方々 も加わり、38
名が参加され、精神障がいの
方々 が働く「とんとん」のお弁当
をいただき、ゲーム、お面作り、
ダンス、西瓜割り等を楽しみまし
た。
　障がい部会の事業ですが、毎
回、民児協会長、副会長をはじめ
他部会の委員も参加・協力してく
ださり、第8回目も賑やかに開催
することができました。
　夏祭りにふさわしい飾り付け、
景品のお楽しみ袋の用意、ポップ
コーン作りと毎年準備に力を注
いでいますが、参加者の方々 が
楽しまれる姿に、また皆様と仲良
くなれることが障がい部会の大
きな喜びとなっています。

通 信 員 だ よ り

一人でも多く助ける 「消防・消費生活センター」
２回の研修

第８回交流会
～夏の余暇支援

通信員　牧田　洋子 通信員　河原田　純子 通信員　青木　英子

座間市民児協全体研修会の様子

山　 北　 町 座　間　市 葉　 山　 町

　綾瀬市民児協は今年5月、愛知県阿久比町民児
協33人の訪問を受け、初の他県民児協との有意義
な交流会を実施しました。
　委員の資質向上のため、市民児協では各自が体験
した事例等を発表する全体研修を行い、各地区民児
協の定例会・研修会では事例検討を中心に、問題へ
の対応について共有化を図るなど、委員の判断力向
上と見聞を広める活動に力を入れています。

◆特集
　
地区社協で「地域づくり」を一緒に！

　～自治会、民生委員児童委員、ボランティアが、丸くつながるポイントとは～
●ひとネットワーク　多文化共生の地域社会をめざして　（かながわ国際交流財団）
●研修報告　●ＮＥＷS＆インフォメーション・編集雑感　●通信員だより

　市内6地区民児協は、高齢者の見守りや子育て支
援活動等を積極的に行っています。写真は未就園児
親子おしゃべりサロンです。
　主任児童委員は乳幼児健診・施設の行事等への
協力のほかに、昨年は「綾瀬市主任児童委員20年
のあゆみ」を発行、配布した関係機関、学校等から
お褒めの言葉を頂きました。

（綾瀬市民生委員児童委員協議会）
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－広げよう  地域に根ざした  思いやり－

民児協だより
神 奈 川 県

まなざし

　座間市では、６月に消防本部
の指導で、平常時・災害時にお
ける消防と民生委員児童委員の
係りについて学びました。
　平常時の高齢者訪問では、
「火災警報器の設置は？」「古
い暖房器具の使用は？」等々 具
体的な声かけが大切で、また災
害時には、まず自身の安全を、
次に地域の活動をする大切さも
学びました。
　８月には、消費生活センター
相談員による研修が行われま
した。高齢者の不安を助長する
「金・健康・孤独」につけこむ悪
質商法が形を変えながら増え続
けています。
　被害に遭わないために、座間
市の花『ひまわりの合い言葉』
で用心しましょうを広めたいと
思います
　
 
とりで決めず

 
まず相談

　
 
さか？うまい話にご用心

　
 
ながあるかもその話

　
 
かいして納得できて契約を！

　気軽に消費生活センターに相
談する事も学びました。
　これからも、今のニーズに
合った研修で識見の向上に務め
たいと思っています。救急救命講習・AEDの使い方を学ぶ 利用者さんと準備中

ひ
ま
わ
り


